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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、日本海側に分布する諸方言の地理的年齢的動態に着目して、総合的な

実態調査を行った。北陸に集中し、実地調査とコンピューター入力、図化に力を注いだ。

最終年度末にはグロットグラム集が完成し、関係者に配布された。また明海大学のホ

ームページで公開した。成果発表のために国際会議に参加し、Proceedingsで刊行さ

れた。また付随した山添調査の報告書を刊行した。 

                             
研究成果の概要（英文）： 

In the present study, the overall investigation of actual conditions of dialect was 
executed paying attention to the geographic and age movements of various dialects 
distributed on the Sea of Japan side. It concentrated on Hokuriku, and energy was devoted 
to the field survey, the computer input, and drawing figures. The glottogram atlas was 
completed at the final end of fiscal year, and it was distributed to scholars who may be 
interested. Moreover, it was opened to the public on the homepage of Meikai University. A 
member participated in an international conference for the result announcement, and it 
was published in the Proceedings. Moreover, the report of the accompanied Yamazoe survey 
was published. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 現在日本の方言は急速な消滅の趨勢にあ
るが、日本海側の諸方言は、まだ盛んに使わ
れ、活力がある。若い世代ではいわゆる新方
言も観察される。記録の最後のチャンスであ
る。 
  線状の地域で年齢別にことばを調べて図
化する「グロットグラム」（地理×年齢図）
の手法は、日本方言学が独自に開発した、世
界に誇るべき新技法である。現在進行中の言
語変化を知るのに最適の手法であり、社会言
語学・歴史言語学への貢献も大きい。これま
で、日本列島を縦断して北海道から九州まで
延長され、本土全体の方言伝播パターンを一
望の元に収めることができた。しかし実地調
査は東京や京阪神を含めた太平洋側に偏り、
日本海側のことばの動きは明らかになって
いなかった。Ｈ19 年度までの科研費共同研究
により、日本海側東部にあたる青森～新潟間
および滋賀県については、実地調査が終わり、
報告書を刊行できた。過去 3 年間に青森県か
ら富山県までの実地調査をほぼ終えたが、地
点数はまだ不足だった。 

Ｈ20-22 年度には北陸３県の実地調査とそ
のコンピューター入力に力を注いだ。かなり
の企画ができていたので、あとは野外調査の
実施のみであった。地元の大学の教員が先頭
に立って調査を行うので、教育委員会その他
の協力も得られやすく、順調に進んだ。今回
は富山県以西、京都にかけての地域でデータ
を整えた上で、大きな図集としての報告書を
刊行した。 
本研究では、日本海側に分布する諸方言の

地理的年齢的動態に着目して、総合的な実態
調査を行うと同時に、過去の方言調査資料と
も関係づけて、日本語方言の歴史的発展過程
について理論的整備を図った。文献などから
過去の歴史を知り、現代の言語年齢差が過去
の言語変化の継続であることを実証した。さ
らに、多変量解析法による分析も行った。 

これまでに得られた調査データすべてを、
報告書および電子データ（CD、インターネ
ット）の形で公開した。 

 
２．研究の目的 
 

本研究では、日本海側に分布する諸方言の
地理的年齢的動態に着目して、総合的な実態
調査を行った。本研究では、先端的な二つの
手法を用いて、現代の方言変化の動態をあき
らかにした。第一は、線状の地域で年齢別に
ことばを調べて図化する「グロットグラム」
（地理×年齢図）の手法である。今回は北陸
地方のことばの動きを明らかにした。 

第二は、数十年を隔てての住民全員の言語
調査である。山形県鶴岡市近郊で 1976 年、
1991 年に成員全員の言語調査が行われ、
2006 年はその 15 年目にあたる。3 回の調査
を通じて、農村地域の言語変化の状況が分か
った。この調査は、山形県鶴岡市で 1950 年
から 3回にわたって国立国語研究所により行
われた共通語化調査と照合できた。二つの調
査には共通項目が多いので、鶴岡周辺の言語
変化が、日本海岸全体でどう位置づけられる
かが、分かった。また全国のグロットグラム
調査の結果と照合して、近代の言語変化と伝
播の様相を、具体的に検討できた。 
 
３．研究の方法 
 
グロットグラム（地理×年齢図）調査第１

年度は、異なった機関に属していた研究者が、
多様な研究手法を統一するために打合せを
行った。これにより、各分担者のかつての成
果を広い地域で考察できた。準備調査に基づ
き、使用予想語形には前もってコード番号を
ふった。グロットグラム調査は、地点あたり
のインフォーマントの数が多いだけに、人探
しに手間がかかる。従って地元教育委員会・
公民館などと連絡をとり、協力体制を整えた。
第１年度に北陸の多数地点でグロットグラ
ムのための実地調査を行った。地元の協力の
得にくい地点は、翌年度にまわした。調査員
としては、分担者および方言研究に経験のあ
る協力者（小中高の教師）が参加した。デー
タは調査終了後すぐにコード化し、分担者に
配布した。分担を決めて、グロットグラムの
図を作成し、また多変量解析にかけた。 
 山添地区全員調査は、第１年度冬に行った。
農閑期を利用して、調査協力者を確保する。
調査票などは 15 年前とほぼ同じものを使っ
た。当時すでに電子化しておいたので、簡単
な作業で終わった。15 年経って農村の人の意
識も変わり、個人情報保護法などによって、
現地調査がやりにくい状況なので、むしろ地
元の理解を得る交渉に労力をさく必要があ
り、夏・秋にかけて現地との交渉を行った。 
 第３年度の平成 22 年度には、滋賀県で、
グロットグラムのための実地調査を実行し
た。これまでに行った北陸地方の調査地点と
連続する。これで日本海岸全体をカバーする
とともに、方言の広域での地理的年齢的動態
を具体的に把握できた。 
 年度途中に打ち合わせ会を行い、研究分担
者・連携研究者が参加した。集まったデータ
をもとに全体的考察を行い、図化の方針につ
いて討議した。 
 
４．研究成果 



 
最終の年度末には連携研究者半沢により、

グロットグラム集が完成し、関係者に配布さ
れた。また明海大学のホームページにアップ
ロードし、より多くの研究者に公開する予定
である。 

また中間発表会では、北陸のグロットグラ
ムの分布傾向の分析、多変量解析適用による
全体的分析、日本国内全体の地理的分布の中
の位置付けなどが発表された。その資料もホ
ームページにアップロードする予定である。 

成果の発表のために国際会議に出張して、
口頭発表を行った、また Proceedings で刊行
された。さらに、付随した山添調査の報告書
を刊行した。 
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